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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは実証研究の概要からです。
ー
実証設備の規模ですが、池田市様の既存設備と同じ日量25tの規模で、池田市で発生する汚泥を全量処理できる設備となっています。
本設備は実証設備ではありますが、池田市様では実設備として扱って頂いていまして、
古くなった旧設備は来年度撤去される予定で、本実証設備をこんご汚泥処理に活用していかれることになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンセプトが２つあります。①と②です。
①本システムは、３つの設備から構成されています。
　後程、設備毎に詳細説明致しますが、3つの設備はそれぞれ。。。
②そのまま読む
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●最適化機能
例として、脱水機で製造する脱水ケーキの含水率を変化させる場合のシステムの運転コストを示したものがこちらのグラフです。
・・・
含水率が高すぎても、低すぎても、コストは高くなってしまう。
一番安価に運転できるポイントがあって、（これはその時々の汚泥性状等によっても異なる）
常に最適なポイントで運転できるよう、設備の運転条件を導く、機能が、最適化機能。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２５年度、２６年度については、
国土技術政策総合研究所の委託研究にて実施しました。
実証研究の結果から、100t炉換算ではございますが、従来にくらべて、ライフサイクルコストが約３１％低減、エネルギー消費量が約７７％低減、温室効果ガス排出量が約６５％低減し平成27年9月に導入ガイドラインを策定されました。

平成27年度からの自主研究では、池田市の規模での維持管理費の削減効果や低負荷時でも高い導入効果を確認した。

ライフサイクルコスト低減効果の内訳（建設費：22％減、維持管理費：43%減）
※ただし、維持管理費低減効果は、人件費、灰処分費、補修費なども含めた効果
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